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　金属の分析は使用せられる捌幾誠薬は或る縛別な金鵬　　AgNo3でc1ヵ聡め瞬Lなくゐtつナニら煙ルァIL・・：・・…　」レ

を選択的に吸満沈澱する。こ矛U洩その分乎中に倉寒れ為　　　で冊緋し，由脇結ll椴雛．粒偲た爾

特殊の塞によるもので樹脂にかかる離i～ζ鳳そ⑳集合体耽　　　　m．p．　1S3°C

轟入すること｝こより選1尺性イ牽ソ葺1爽樹脂な合成するこ

とが可能である。鍵際の製鷺方俵とレご（1）物磯試薬な　　　2．樹脂の合隣

フ才ルマリンと縮合せしめる（2矯1鰍鍮じフxノール　　フ・隠一・レ州搬湘蹴ではHCOH如鞘嬬磁、る

”ルシン等と共縦㌃せしめる・（3）翻帥にかか襯　 1・ICI，　N・0助撫枷減1．ても闘蹴しない。フx．　／一

繍入する・等が俄られる・　　　　　　ルレゾ，けソ靴はN、oH触聖獅醐旨化する．翻襖
碧都Cu・Au・Elg・　Pd・　1｝t・Ag嬢に選搬締　険醜、、ll、三，蝦、，獅、、レゾルシソと吸　　｛徽　臨欠、。

すフエ　ルチ蝦索　　　　　　　鮒で徹しブ、二。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フユこニーノl　riH：モー、尿講　20g　ぞじ　0．5N　Na（）1・1　270m。1。　屹

　　　　　o　　　　　　　　－－NH・－CS－NHa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び水80m山に加熱溶解せ正！めて撮搾i霞置。聰並流冷却器

を。。，。より餓してHC・H瀟餌ま。一。，一．　2レ　を附餌の馴ルくソに人襯浴上でカll熱器1εし

及び〃、レ〃とHC・Hで共縮能行、、∫蛾樹脚性　ながら35ワ1・｝IC°Hを8°n’・1・鰍てこれにレv’」t．　S’・

質を調べ，その中。ゾルシソと共縮脅をし醐脂にっ、、　159撚加する・ゲル化後廼歌状倣磁製訂l／l諏尻llし

て選択吸着性を検討した。この際岡＿イ，4ツでもそのず　　乾燥後100”cで5時闇加穽鞭化せしめる。鰯立樹II｝鷺

オン濃度により吸趨が異るが本報｝こおいて二二伽0金属　水’？E｛“」・　O・5N・N・OHで数圓瀦しアルカ州灘隣

について一定濃度で比較した。　　　　　　　除去した後水洗し，爽にo・SNHCIで岡様に湘匙で

　ワエニールチナ尿素が吸着1挫を示す他の金属及びそれ　　　蒸溜水でC1がなくなる蓬瀕…瀞する。

と類似な性質を有する金属の混合体についても選択性を　　　3・選択吸蒲試験

検討すべきである力諏報においではこれを割愛しブこ。　　　　　フエ＝一一一ルチメ’尿素が選択性を示す金属の中より

　　　　　　　　　鍵　験　　　　　c醐翫らびこれと伊畔径力燗搬の嵩価の金属
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　であるCσ叶，Fc’酔を比較のために販りこの三つのイ71・

1・フエニ㎞ｬオ縢の鍼，　　　　　燗の選撒を棚した。
H・　Sall‘°ws1“i・P・de，　C1・・m°nt萌灘従つて餓　　C・’…，C。一・・，　F、…風・5　N謙に1封　臨鑑

した・醐したア刈ン479雄糊7m・1・と貼して　蟷（輩萱’～品，　　60．堵ヒ閻）し・階働イオ。膿紛析に

アニリ漉嚇端dtにぼソアンモニウム39蜷　より求め轍樹脚、当りの蝋壁鋤した。
加えて湯浴上で6時聞加熱し更に蒸発乾澗しで残漉を3
特聞・・…で加鮒・．牌後副生す。冊、C1を嗣、で　蠣㈱総輔イヒ伽脇ω卜，　fl∴＋1こ胴ド

酬除去する。　　　　　　　　°キノソ翻え磯化醐止した・又遡峨のP恥
　　　．　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．＿　　　 一定にし，て；裕くために二緩衝液を源i加L，これに｝霊Clar1㌔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c3）
　＊信州大学繊権学部繊維化学教窒高分子化学研究窺　　　Lubsの緩爾液を用いた。　　　即ち
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　．PH　I　　　　　KC1十HCl
　PH　2～6　露ブタ＿ノ職ヵリとNaOH　　　　　　　　　　．　　案験結果の考察

　PH　7。8　　　酸悔燐酸カリと　　NaOH

交撫陥・1・に樹脂が液のPH搬化させる恐れがある　　ツm＝一ノげ螺素樹腺はるC°’”f切嚇癬』：PH

ので秘齢1賄湘⑳PHと同じPHの緩鰍に闘曹　1～6圏・効C・“卜’卜・M°の’c　’i’1”｝・りも多くpH2～3　V・

を241鞘灘した謝醜｝望蔽の濃蝋腱1・剛詰津の光　署しい吸勲Pe“k・う鞠三する・C。’「’‘1’rl・pHの1～6迄に

砒齢D珊盤用い割憾6漸を行つた．この際　大綱程脚囎蝋レPH郡f撹に小さいPe魚1確
．魏蹴幽款のもの鞭1寺当し謂　　　　　有する・F・＋幽卜畷テ齢・脚輔の糊に蝋んど起・・

C…’・・－N・－di・・hy】dith童。。。，b、m。t，　　　　ず・pH　3カら急に増加　一渡MI・，0職鮪する

F・・…　－Ph－・h・・1至・・　　　　　°一アミノ7エノ｝ル臨’ひ：：二｛mi’必嘱ヂンに文悩

C。’・’・Amm。nlum・hi。。y、。。，，　　　　　吸ラ舳紛ミに叙類似す≧：，・（F三解騨照）

　測定前llilanl〈　Testな行つて脚1眼び緩衝液が1七触　　駕イすソの漉合液について【閲1姻腱しなカ・・？たが・蝉

茄に轄1欄捕しないこと繍め，H7～8以」、・a・　2附近でC”’ト申がF・’f“t’，　C。・f“’i’・1・・」Cut．’磯択　勺にi蜥〒さ

、t」・c…－f・，c・…1・，F。一・・…、9・1．：に轍化伽灘矧三成する　れる甥鰍練る・

ので蜥鯛馳ら除外した。　　　　　　C”N‘deFe’r”P，　C°職畑曙邑飢てい騨催P｝1

以上の鮒で爽1肌繍ll勲Fig　R。尉。　　　2附近でF幽雛然珊1隙る謀C晩Cψトの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況合した場合に1；L吸藩，脱テ欝を繰返す惣：により分敵を次

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第に完全化し偲るものでiJ期祷出i瓶るc鵡オL等のことV；1；　O一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アミノツェノール樹脂て湘：磁イ十》’の分離が出；癌ない‘ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と対照すれば容易に理1籔i出来る又0アミノフー＝ノール樹

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脂に於いて1｝ま鷲イrl’ソ興に欝f似の1111線表示すのにツ謀蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ルチ・4冒尿素樹脂では滋イ・4・ン典別痴ηクィプでCtul”ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の最高吸蒲，｝xはpl窪の低い方に移つている‘，

溺％
綜　　　旛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フエニールチナ尿i素は1フ：T：ノール，L・ン．ゾシンと

　　　　　　　　　　　　・　　　C♂噸　　　HCOHで共縮舎して選択距イオン礎換樹11旨な畿成し，
　　　　　　　　　　　　　　　　器　C・・’“，　C…，F…帥でC・腰・H・～・臨・・て駅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甑に附着する。

h簾魁て臆ミ　ノ簡嚇と類畷
　　　　　　　Fig．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　献

．M・K
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　H．SalkQuski　Ber，2／2728（1891）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　P．dc　C！ermont：Bu1！．　Soc．　chin）〔2〕2524・2（1875）

コ．o　　　　Fi・・2．　　　　　　　（3）吉賀工膳IPH概説共立蓋麟
　　　　　tt．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω　E。B。　Sandel1：Colorimetr三c　Dotermination，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Traces　of　Metals．　Interscicnce　Publig．　hers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伽Fr　　　　　New　Y。rk
　　　　　　　　　　ta　　　　　c・t＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤　H．P．　Gregor，　M．　Taifer，　L．　C｛tarel，　EI．

　　　1　2　3　・　5　6・・H　　B・ck…1。d．　E。，。　Cl1、r，．　，1，1ユS3・（tg52）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　S。m加。。y　　　　　The　metals　used　includ°d　C”’t”　det・・mi・・d　by・h・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　use　Qf　Na－diethyldithio　casbamate，　F¢・卜卜Q－phenant－

U・i・gth・m・th・d　d・・c・｛・・d　by　H・S・1k。w・ki　h，。i。。；C。＋・・Amm。・…・・thi。cy・。、・。．

歌・dP・d・C1・・m－・…w・sy・th・ti・ed　ph・・y・thi。u－ @Th。，h、P，　Qf・h。、u・v・i・　diiff、，。nt　i。，a。h。、，。．

．・°af・・m・・1王1・曲yd・。・h1・・id…dAmm・・i・m　thl。　C。PP，，　h、，　the　m・・i・n蝋・1・w、r　PH。、1。。　t1、一

．cyanatc・　　　　　　　　　　　　　　mthC　Qth¢r．
　　Ph・・ylthi・u・ea　d。es…f・・m　9。。d・e・i・with　　Th。，1。p，。f・h。、。，v，。f　i，。。。f，hi、，。、i。、

HCOH　i…y・・id。・・ikali・。1・ti。・・B・t　it…　，、，，mb！。，　th、t・f・．、ml。。ph。。。1，，、i。．

be　c°c°ndensed　with　・　c・・ss－1i曲g　ag・nt・such　as　Cu円・i・、b・。，b・d　f，。m・h、・・1・・1。。。。。t、i。i。9r

伽゜land…°・ci・・L　　　　　　　C・・’・’・・dF・’・－f’・t　pH2．Owi・h・…1・Y，b，。，p，i。。，

　　E・p・・im・・t・wer・c・rri・d・・t　by・h・1｛ing　diff・・一　。f　i，。。．

ent　am°unts°f　va「i°us　s°1uti°ns°f　kn°wn　c°噸゜哨 @C。…嚇P。、ep、，、・、d　f，。m・h、曲，i。。。f　C。・…

sit量on　with　wcighed　samp一工¢s（059）of　rcsin　in　a　　　　and　Fe．i・・卜．　The　rasin　absorbs　Cu・1・・f・far　bettor　tlla旺

flask　at　th・・°・m　t・mpcr・tu・・f・・60　h…　　　C。骨、，、d　F。…、t　pH　2、

The　am°unt・bs°伽disc・・1・u玉・t・d　f・。m　diffe「・n嗣 @（L・b。。。・。，y。f　HゆP・lym，，，　F、c。1，y。f．T、。．

ces三且the　inltial　and　final・°nce・t・・ti°ns°f　‘h・　・i1＿d　S，，i。。1・・，。，　Shim・h・U。i。，，，1・y）

metal　ion　using　Shimazu　Photodectric　Colorimetr．


